
「
く
る
梨
」
で
手
軽
に

中
心
市
街
地
再
発
見
の
旅
へ
！

　

乗
車
距
離
に
関
係
な
く
、
１
０
０
円

の
運
賃
で
目
的
の
バ
ス
停
ま
で
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
る
「
く
る
梨
」。
中
心
市
街

地
の
回
遊
性
を
高
め
、
活
性
化
に
つ
な

げ
よ
う
と
、
２
０
０
２
年
か
ら
実
証
運

行
が
始
ま
っ
た
。
運
賃
は
１
０
０
円
と

潔
く
ワ
ン
コ
イ
ン
。
バ
ス
の
愛
称
と
デ

ザ
イ
ン
を
公
募
し
、「
く
る
梨
」
と
し
て

２
０
０
４
年
、
本
格
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

　
「
く
る
梨
」
は
こ
れ
ま
で
２
度
、
大
幅

な
路
線
変
更
を
行
っ
て
い
る
。
実
験
運

行
を
し
な
が
ら
ニ
ー
ズ
に
合
う
コ
ー
ス

を
模
索
し
、
２
０
１
３
年
に
は
緑
コ
ー

ス
が
誕
生
。
鳥
取
城
跡
と
鳥
取
駅
周
辺

を
智
頭
街
道
・
若
桜
街
道
の
二
軸
で
結

び
、
利
便
性
・
回
遊
性
を
ぐ
っ
と
高
め
た
。

今
年
10
月
、
青
コ
ー
ス
の
一
部
変
更
と

全
コ
ー
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
を
予
定
し
て

い
る
。

　

自
家
用
車
を
持
つ
人
に
も
「
く
る
梨
」

は
オ
ス
ス
メ
だ
。
緑
バ
ス
の
乗
務
員
、

田
中
洋
一
さ
ん
（
日
本
交
通
㈱
）
は
「
バ

ス
だ
と
、
普
段
通
ら
な
い
道
を
通
っ
た

り
、
い
つ
も
と
違
う
景
色
を
楽
し
め
ま

す
。
１
０
０
円
で
１
周
33
分
な
の
で
、

気
分
転
換
に
も
い
い
で
す
よ
。
事
故
防

止
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
乗
車
い
た
だ
け

れ
ば
」
と
話
す
。
さ
ら
に
便
利
な
の
が
、

２
０
０
円
の
往
復
料
金
で
全
路
線
乗
り

放
題
の
１
日
乗
車
券
。
路
線
が
違
う
名

所
を
巡
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
足
を
伸
ば

す
日
に
も
活
用
で
き
る
。
車
両
は
コ
ロ

ナ
対
策
も
万
全
。「
く
る
梨
」
で
プ
チ
ト

リ
ッ
プ
に
出
か
け
よ
う
！

次
の
１
０
０
年
に
向
け
て

地
方
創
生
も
け
ん
引
中
！

　
「
と
り
ぎ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る

㈱
鳥
取
銀
行
は
１
９
２
１
年
、
㈱
鳥
取
貯

蓄
銀
行
を
前
身
と
し
て
誕
生
し
た
。今
年
、

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。

　

社
会
も
技
術
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変
遷
し

た
こ
の
１
世
紀
、
鳥
取
銀
行
は
柔
軟
な
対

応
と
徹
底
し
た
「
地
域
密
着
」
の
姿
勢
で
、

鳥
取
の
産
業
・
経
済
振
興
に
尽
く
し
て
き

た
。
近
年
は
地
方
創
生
が
掲
げ
ら
れ
、
地

方
の
活
力
が
ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
て
い

る
。
鳥
取
銀
行
も
中
心
市
街
地
活
性
化
や

特
産
品
開
発
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ

ス
の
種
を
育
て
て
い
る
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
多
く
の
事
業
で
鳥

取
銀
行
自
身
が
取
り
組
み
の
主
体
と
な
っ

て
い
る
点
だ
。「
銀
行
は
資
金
提
供
」
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ま

ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
の
共
同
設
立
、
観
光

Ｄ
Ｍ
O
や
ま
ち
づ
く
り
事
業
会
社
へ
の
行

員
派
遣
な
ど
、
事
業
の
構
成
員
と
し
て
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は

行
員
の
副
業
と
し
て
、
地
方
創
生
に
つ
な

が
る
事
業
活
動
を
推
奨
。
行
員
の
多
様
な

働
き
方
の
実
現
と
地
域
活
性
化
を
同
時
に

推
進
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
企
業
に
対
し

て
も
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
融
資
の
ほ
か
課

題
の
発
掘
と
解
決
、
新
商
品
開
発
な
ど
、

踏
み
込
ん
だ
支
援
を
実
施
。鳥
取
銀
行
は
、

脇
で
旗
を
振
る
サ
ポ
ー
タ
ー
で
は
な
く
、

と
も
に
走
る
伴
走
者
で
あ
り
、
地
方
創
生

を
め
ざ
す
ラ
ン
ナ
ー
な
の
だ
。

　

す
で
に
踏
み
出
し
た
次
の
1
0
0
年
。

鳥
取
の
ま
ち
と
人
々
の
た
め
の
、
新
た
な

挑
戦
の
歴
史
が
続
く
。

百
人
一
首
の
歌
人
が
残
し
た

稲
葉
山
の
伝
説

た
ち
わ
か
れ 

い
な
ば
の
山
の 

峰
に
お
ふ
る

ま
つ
と
し
き
か
ば 

今
帰
り
来
む

　

小
倉
百
人
一
首
第
16
番
の
歌
で
あ
る
。

詠
み
人
は
在
原
行
平
。
８
５
５
年
、
因
幡

国
守
と
し
て
因
幡
国
庁
（
現
鳥
取
市
国
府

町
）
に
赴
任
し
た
平
安
貴
族
で
あ
る
。

　

こ
の
歌
に
あ
る
「
い
な
ば
の
山
」
が
、

国
府
町
と
福
部
町
の
境
界
に
横
た
わ
る

稲
葉
山
と
考
え
る
説
が
あ
る
。
そ
れ
を

裏
付
け
る
よ
う
な
伝
説
を
、
い
な
ば
国

府
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
の
沖
廣
俊
さ
ん
が
紹

介
し
て
く
れ
た
。

　
「
京
か
ら
因
幡
へ
向
か
う
道
中
、
行
平

は
須
磨
で
美
し
い
姉
妹
を
見
初
め
、
松

風
・
村
雨
と
名
づ
け
て
同
行
さ
せ
ま
し

た
。
任
期
中
、
と
も
に
因
幡
で
楽
し
く

暮
ら
し
ま
し
た
が
、
行
平
が
京
へ
帰
る

と
き
、
お
別
れ
と
な
っ
た
の
で
す
」

　

歌
に
は
「
因
幡
の
山
の
峰
に
生
え
る

松
の
名
の
と
お
り
、
あ
な
た
が
私
を
待

っ
て
い
る
と
聞
い
た
ら
、
す
ぐ
に
帰
っ

て
こ
よ
う
」
と
、
惜
別
の
情
が
詠
ま
れ

て
い
る
。
松
風
・
村
雨
姉
妹
は
、
福
部

町
左
近
の
村
で
生
涯
を
過
ご
し
た
と
い

う
。
稲
葉
山
の
山
中
に
は
、
土
地
の
人
々

が
行
平
を
祭
っ
た
と
伝
わ
る
宝
篋
印
塔

が
あ
り
、「
行
平
塚
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

い
な
ば
国
府
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
は
、
こ

う
し
た
国
府
町
内
の
遺
跡
や
史
跡
、
名

所
を
案
内
し
な
が
ら
、
歴
史
や
伝
承
を

紹
介
し
て
い
る
。
奈
良
時
代
に
国
庁
が

お
か
れ
た
万
葉
の
里
を
ガ
イ
ド
と
と
も

に
巡
れ
ば
、
そ
よ
ぐ
風
に
も
悠
久
の
ロ

マ
ン
を
感
じ
る
は
ず
だ
。

新
た
な
門
出
の
場
を
め
ざ
し

復
元
が
進
め
ら
れ
て
い
る

　

日
本
１
０
０
名
城
に
数
え
ら
れ
る
鳥

取
城
は
、
城
跡
と
久
松
山
山
容
を
望
む

ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
市
民
憩
い

の
公
園
で
も
あ
る
。
羽
柴
秀
吉
に
よ
る

兵
糧
攻
め
に
遭
い
、
江
戸
時
代
に
は
鳥

取
藩
三
十
二
万
石
の
居
城
と
な
り
、
明

治
時
代
以
降
は
陸
軍
施
設
や
学
校
用
地
、

仁
風
閣
建
設
や
公
園
整
備
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
運
命
を
た
ど
っ
て
き
た
。

　

建
物
は
明
治
時
代
に
解
体
さ
れ
た
が
、

復
元
を
願
う
声
は
時
を
経
る
ご
と
に
大

き
く
な
り
、
市
民
主
導
の
「
鳥
取
三
十

二
万
石
お
城
ま
つ
り
」
も
気
運
を
高
め

た
。
鳥
取
市
は
２
０
０
７
年
度
、
鳥
取

城
跡
の
保
存
整
備
基
本
計
画
を
策
定
。

発
掘
調
査
で
新
発
見
が
相
次
ぎ
、
石
垣

修
復
が
進
み
、
２
０
１
８
年
に
大
手
登

城
路
の
擬
宝
珠
橋
が
、
21
年
に
は
大
手

門
が
よ
み
が
え
っ
た
。
今
後
は
二
階
建

て
の
櫓
門
・
太
鼓
御
門
が
復
元
予
定
。

在
り
し
日
の
姿
を
伝
え
る
と
同
時
に
、

将
来
を
と
も
に
歩
む
資
産
と
し
て
、
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

市
文
化
財
課
の
細
田
隆
博
さ
ん
は
、

鳥
取
城
跡
を
「
新
た
な
門
出
に
ふ
さ
わ

し
い
場
所
」
と
話
す
。
大
手
門
の
北
側

に
は
、
江
戸
時
代
に
「
門
出
の
場
」
と

呼
ば
れ
た
参
勤
交
代
の
出
発
地
が
あ
る
。

進
学
、
就
職
、
結
婚
な
ど
晴
れ
の
日
の

記
念
撮
影
を
城
跡
で
す
れ
ば
、
石
垣
の

ハ
ー
ト
の
魔
除
け
「
猪
目
石
」
の
加
護

も
あ
り
そ
う
だ
。「
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
聖
地

に
な
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」

と
細
田
さ
ん
。
歴
史
を
つ
な
ぎ
、
未
来

を
紡
ぐ
。
鳥
取
城
は
、
永
遠
だ
。

文／飯田若菜　デザイン／ABBEY ROAD

100号ありがとうございました！　　

鳥取市にまつわる100

1・2・3_本特集で紹介している鳥取城跡に行
くには緑バスへ。青コースや赤コースと交差・
並走している場所も多く、乗り継ぎにも便利 
4_バス停が約200メートル間隔にあり、高齢
者や子連れにもやさしい

つばさ100号記念！ 探してみよう［巻頭特集］

おかげさまで鳥取地域みっちゃく生活情報誌®「つばさ®」は創刊100号。せっかくなので、同じ地域内で「100」
にまつわるテーマを探してみました。周囲を探してみれば、もっとたくさんの「100」が見つかるかも？

１
０
０
円
循
環
バ
ス 

く
る
梨り

1

2

4

3

上）ＪＲ鳥取駅前にある鳥取銀
行本店。名実ともに地域の中
心的存在であるために、「とり
ぎん」の努力は次の100年も
続く 左）行員の兼業を認める
「地方創生起業チャレンジ支
援制度」第1号案件のコワーキ
ングオフィス。遊休不動産をリ
ノベーションして活用した

上）鳥取城跡は、旧藩主池田
家の寄贈により鳥取市の所有
となった。1957年に国史跡に
指定。擬宝珠橋は、復元木造
橋として日本一の長さを誇る 
右）大手門脇の石垣にある、猪
目石とみられるハート型の石

左）「鳥取三十二万石お
城まつり」は、鳥取城復元
を目的に2000年から始
まった。今年3月13日に
あった第21回は大手門竣
工式と併催

設
立
１
０
０
周
年 

鳥
取
銀
行

日
本
１
０
０
名
城 

鳥
取
城

＜info＞ 株式会社鳥取銀行
鳥取市永楽温泉町171　☎0857-22-8181（代表）

＜info＞
鳥取市教育委員会事務局 
文化財課
鳥取市幸町71
☎0857-30-8421

＜info＞
鳥取市都市整備部交通政策課
鳥取市幸町71
☎0857-30-8326

鳥取銀行2021年度
入行の新入行員のみなさん

上）国府町庁にある在原行平
の歌碑。奥に望むのが稲葉山
だ 右）稲葉山山中の「行平
塚」と伝わる宝篋印塔。江戸
時代の書物にも登場する

案内してくれた

いなば国府ガイド

クラブの沖廣俊さんと

林田博通さん

百
人
一
首
の
句
に
登
場 

稲
葉
山

＜info＞ 
いなば国府ガイドクラブ
鳥取市国府町町屋726
（因幡万葉歴史館内）
☎0857-26-1780

じ
ん
ぷ
う
か
く

ぎ
ぼ
し

や
ぐ
ら
も
ん

た
い
こ
ご
も
んい

の
め
い
し

こ

あ
り
わ
ら
の
ゆ
き
ひ
ら

ほっ
き
ょ
う
い
ん
と
う

ますます地域に
必要とされる情報誌づくりを

心掛けながら
200号をめざします！
つばさ編集室 一同

緑
バ
ス
乗
務
員
の

田
中
洋
一
さ
ん


